
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

①施策指標
　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

②市民意識
調査結果
（満足度）

　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］

取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況

施
策
の
満
足
度

の
推
移

取
組
の
進
捗
状

況

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

※
評
価
の
考
え

方

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］

中核市での本
市の順位

下水道雨水幹線整備率（％）
※重点5排水区における整備

単年度
目標値

目標値
（Ｈ29）

13.3%
単年度の
達成度

実績値

22位/40市中4.4% 6.5%

目標値
（Ｈ29）

１００％
単年度の
達成度

58.7% 81.0% 83.6% 84.0%

22位/41市中 23位/41市中

H27 H28 H29

実績値 8.8% 32.4% 80.7%

H2５
（Ｈ23決算値）

下水道普及率（％）

中核市平均

H26
(Ｈ24決算値)

実績値

81.8%

中核市平均

実績値

H24
（Ｈ22決算値）

79.6%

83.1%

中核市での本
市の順位

13.3%

88.0% 100.0%

Ｂ 【
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考
】

中
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市
等
と
の
水
準
比
較

指標名（単位）①
施
策
指
標

指標名（単位）

  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）

Ｂ

指
標
２

老朽管渠改築更新整備率（％）
単年度
目標値

15.0% 40.0% 65.0%

目標値
（Ｈ29）

１００％
単年度の
達成度

102.9% 100.0% 100.0%

現状値 ６１％ 実績値 66.9% 100.0% 58.5%100.0%

50.4%

Ｂ
前年度からの

増減
-1.0% -2.2%

H26 H27 H28 H29 評価

指
標
１

合流式下水道改善率（％）
単年度
目標値

65% 100%

H24
（現状値）

H25

調査結果 53.6% 52.6%

目標値
（Ｈ29）

施策の満足度（％）

H28
H29

（目標年）
評価

②
市
民
意
識
調

査
結
果

指
標
3

指標名（単位）

100% 100%

Ａ

H24 H25 H26 H27

100% 100%

平成２７年度　行政評価　　施策カルテ

施策指標

施策名 総合計画記載頁

施策目標 生活排水と雨水が適正に処理され，市民の快適な生活環境が確保されています。

政策の柱 Ⅲ　市民の快適な暮らしを支えるために
政策名

（基本施策名）
１５　上下水道サービスの質を高める

施策主管課２　下水の適正処理の推進

安全・安心で高品質な水道水が安定的に供給されているとともに，下水が適正に処理されています。
政策の達成目標
（基本施策目標）

129ページ下水道管理課

総
合
評
価

79点

概ね順調

・生活環境の快適性や利便性とともに公共用水域の水質保全が求められている。
・都市化の進展や集中豪雨により，雨水の流出量が増大し，道路冠水などの浸水被害が発生している状況にある。
・施設等の老朽化に伴う改築や更新が急務となるなど，本格的な「維持管理の時代」に適切に対応することが求められている。

・平成２６年度の市民意識調査において，施策の満足度は前年度に比べやや低下していることから，今後も下水道施
設の整備や維持管理，浸水被害解消のための雨水対策を着実に推進していく。

施策を取り
巻く環境等

・「合流式下水道緊急改善計画」に基づき，ごみ除去施設であるスクリーンと貯留施設の整備を実施し，スクリーン
については平成１９・２０年度に，また，貯留施設については平成２０～２５年度に整備が完了した。今後は，事後評
価を実施し，その結果を公表していく。
・公共下水道雨水整備計画に位置付けられた重点5排水区における整備工事を計画的に実施し，浸水被害を解消
していく。
・生活排水の適正処理を推進し，生活環境の確保や公共用水域の水質保全を図るため，下水道管渠の整備工事
を計画的に実施しており，下水道の普及が進んでいる。
・「宇都宮市下水道長寿命化計画（田川第1処理区）」に基づき，管渠の老朽化に起因する管渠の閉塞や道路陥没
事故などの防止を図るため，計画的に実施する。

市民満足度

現状値 0％

現状値 ０％

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）

実績値

目標値

目標値

実績値

34.9 35.4 34
40.7
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◆ 調査結果 ／ ■ 目標値（％）



３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（最大５事業選択）

計画より
遅れ

計画どおり

　下水汚泥の再資源化については，放射性セシウム濃度の影響により，資源活
用を見合わせている資源化工場の今後の動向を注視するとともに，引き続き民
間事業者を活用しながら取り組んでいく。
　また，下水汚泥消化ガスの廃棄抑制と下水道事業経営基盤の強化のため，下
水汚泥消化ガス発電事業を推進していく。

　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換が減少傾向にあり，生活排水
処理基本計画で掲げる目標まで設置が進んでいないことから，今後は，広報活
動強化や臨戸訪問を拡充するなど，更なる設置促進を図っていく。

17

排水処理施設の整備

計画どおり

・合併処理浄化槽設置の促
進

S52

　老朽化する施設を安定的かつ持続的に稼動していくため，効果的かつ効率的
な施設の改築更新が必要であることから，今後とも，施設の維持管理状況や老
朽度等を踏まえながら整備の優先度・緊急度等を勘案し，計画的に整備工事を
実施していく。

　川田水再生センターは，供用開始後約３５年経過しており，老朽化した各施設
や機械・電気設備などの機能や役割を継続的に維持していくため，長寿命化計
画に基づき，耐震性も考慮した施設の改築・設備更新事業により施設や電気・機
械設備の改築更新工事を実施していく。

市民
平出・清原工業団地立
地企業

　老朽化した下水道管渠の機能や役割を継続的に維持していくため，「公共下水
道老朽管渠改築更新計画」に基づき，引き続き，管渠の改築工事を実施してい
く。

　今後の処理区域の拡大や発生汚水量の増加に適切に対応するため，施設の
増設等を計画的に進めていく。

　下水道に流入する化学物質等は，種類・量ともに増加傾向にあるため，監視・
指導により下水道への化学物質等の流入を抑制することで，下水道施設だけで
はなく，公共用水域への負担を低減していく。さらに，法令に基づく規制を行う事
務であることから，今後も継続して指導を強化していく。

　市街地の浸水被害の解消を図るため，「公共下水道雨水整備計画」に基づき，
引き続き，公共下水道雨水事業により雨水幹線の整備工事を実施していく。

　本事業は，下水道施設の適正な機能確保を図る上で重要な事業であることか
ら，管渠調査や修繕工事のより効率的な手法を検討しながら，管渠を適正に維
持管理し，生活排水と雨水の適正処理を推進していく。

　本事業は，下水道施設の適正な機能確保を図る上で重要な事業であることか
ら，業務委託手法や維持管理体制を検討しながら，適正かつ効率的に水再生セ
ンターを維持管理し，生活排水と雨水の適正処理を推進していく。

　大雨時における合流式下水道からの放流水の水質を改善し，公共用水域の水
質保全を図るため，「合流式下水道緊急改善計画」に基づく，貯留施設設置工事
は完了し，事後評価を実施している。今後，事後評価を公表していく。

３０年以上経過した田
川第１処理区の管渠

計画どおり

計画どおり

排水処理施設の計画的な整
備工事の実施

計画どおり

H16

143,759 H16

S58121,142

250,247
・下水道施設の適正な維持
管理

計画どおり
水再生センターの適正な維持
管理と放流水の水質試験の
実施

640
特定施設・除害施設の
設置者

監視・指導のための立入検査
の実施

計画どおり

145,778

・下水道施設の適正な維持
管理

11

公共下水道台帳の整備

S40

下水処理場及び中継ポンプ
場の整備

雨水幹線等の整備を推進

1,448,267

8

市街化区域に住居を
所有または占有してい
る市民

9

・雨水貯留浸透施設設置の
促進

・災害や事故に強い下水道
の整備

公共下水道区域の市
民及び公共用水域

老朽化した管渠の改築工事
を実施

185,100

15

○★

151,517 H14計画どおり

17,280計画どおり

下水汚泥の再資源化及び下
水汚泥消化ガスによる発電
事業の実施

下水道施設の耐震化
公共下水道区域の市
民

H20

13

7

下水道資源の有効活用 ・下水汚泥等の有効活用 下水汚泥

12

下水道施設の改築・更新

ポンプ場の適正管理

下水道施設の耐震化 ○★
・災害や事故に強い下水道
の整備

老朽管渠の改築更新 ○★
・災害や事故に強い下水道
の整備

施設の改築・設備更新を図る

S40

1

管渠の適正管理

3

　生活排水の適正処理を推進し，生活環境の確保や公共用水域の水質保全を
図るため，「生活排水処理基本計画」に基づき，経済性等を考慮した上で，引き
続き，特定環境保全公共下水道事業により下水道管の整備工事を実施してい
く。

10

6

合流式下水道緊急改善事業

水質監視・指導

公共下水道雨水整備計画の推進

5

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

○★ ・合流式下水道の機能改善
田川第１処理区，田川
第２処理区の合流式下
水道区域

S40

日本一
施策
事業

公共下水道雨水排水
区（市街化区域）の市
民

○★

S56

H14

戦略Ｐ・
主要事業

※

事業の
進捗状況

46,982

2

4

合併処理浄化槽設置の促進

№

260,723

306,607

計画どおり

14

　市民協働による浸水対策を推進するため，各家庭や地域において雨水貯留施
設等の普及を推進し，設置件数の増加を図ることで，雨水の流出抑制を図る。

雨水流出抑制対策の推進

16

計画どおり

3,257

　生活排水の適正処理を推進し，生活環境の確保や公共用水域の水質保全を
図るため，引き続き，単独・流域関連公共下水道事業により下水道管の整備工
事を実施していく。

　本事業は，下水道施設の適正な機能確保を図る上で重要な事業であることか
ら，業務委託手法や維持管理体制を検討しながら，適正かつ効率的に水再生セ
ンターを維持管理し，生活排水と雨水の適正処理を推進していく。

H2６
事業費

（千円）
開始年度

事業内容

対象者・物（誰・何に）

事業名
事業が属する総合計画の

構成事業名
取組（何を）

S37

H12

S63

S32

14,843

115,983

75,000

・下水道施設の適正な維持
管理

下水道の利用者及び
公共用水域

・下水道施設の適正な維持
管理

下水道利用者 計画どおり

雨水貯留施設等の設置に要
した費用の２／３（限度額あ
り）を補助

・公共下水道（汚水管渠）の
整備

市街化区域の市民及
び公共用水域

下水道施設の新設・増設

計画どおり

計画どおり

計画どおり

・ 処理場・ポンプ場の整備
公共下水道区域の市
民及び公共用水域

・雨水幹線等の整備

・モニタリングの実施
・事後評価の実施

浄化槽整備事業補助金の活
用による合併処理浄化槽の
設置促進

市民

水再生センターの適正管理

・下水道施設の適正な維持
管理

下水道の利用者及び
公共用水域

管渠の調査，修繕，清掃の実
施

特定環境保全公共下水道事業
・公共下水道（汚水管渠）の
整備

市街化調整区域の市
民（認可区域１３地区）
及び公共用水域

下水道管渠の整備

公共下水道整備事業 下水道管渠の整備

18,144 S40

　下水道台帳は施設の維持管理に必要なものであり，継続して整備を実施して
いく。また，台帳の電子化により，平成２２年から下水道施設情報管理システムと
して運用を開始したところであるが，利用部署とシステムの利活用について引き
続き検討する。

台帳の整備

　地震等災害時にあっても，上下水道の基本機能を確保するため，下水道施設
の耐震性能の現状を的確に把握し，耐震化を効率的，効果的に推進する。

H12

中継ポンプ場及びマンホール
ポンプ場の適正な維持管理

計画どおり

・下水道施設の適正な維持
管理

下水道の利用者及び
公共用水域



４　今後の施策の取組方針

課題

今後の方向性

〈その他個別事業〉
◆下水汚泥消化ガス発電事業については，環境に配慮した再生可能エネルギーを活用し，売電することで上下水道局の経営基盤の強化も
図っていく。

◆公共下水道(汚水）の整備については，これまで計画的に進めてきており，現在，下水道事業計画区域における下水道管渠
の整備率が９４％を超えるなど概ね達成しつつある。今後は，老朽化が進んでいく下水道施設についても，計画的な点検や修
繕などの維持管理とともに，改築・更新や耐震化の取組を進めていく必要がある。

◆都市化の進展や局地的大雨により，雨水の流出量が増大し，浸水被害の解消が課題となっている。

◆東日本大震災を踏まえ，災害時においても下水道の基本機能を確保することが課題となっている。

◆全体的に生活排水処理の推進はできているものの，単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換が減少傾向にあり，合併
処理浄化槽設置数が伸び悩んでいる状況にある。

方向性
〈主要事業〉
◆下水道施設の耐震化については，「上下水道施設耐震化基本計画」に基づき，市内５ブロック拠点への重要管路及び本市の主要施設である
川田水再生センターを優先的に進めるなど，引き続き計画的に推進し，災害や事故に強い下水道の整備や危機管理体制の強化に取り組んで
いく。
◆公共下水道雨水整備計画の推進については，近年の浸水被害状況や被害要因等を踏まえて，平成25年度に改定した「宇都宮市公共下水
道雨水整備計画改定計画」に基づき，河川事業などと連携を図りながら，重点排水区（５排水区）における雨水整備事業を推進する。
◆老朽管の改築更新については，平成24年度に策定した「宇都宮市下水道長寿命化計画（田川第1処理区）」に基づき，老朽管の改築更新工
事を計画的に実施していく。

〈施策全般〉
◆下水道普及率・整備率ともに高い水準にあることから，今後も市民の快適な生活環境を確保するため，下水道施設の適正な管理や浸水被
害の解消に向けた取組を実施していく。
◆老朽化した下水道施設の改築・更新や耐震化についても計画的に推進し，災害や事故に強い下水道の整備や危機管理体制の強化に取り
組んでいく。
◆老朽管渠等の下水道施設の改築・更新については，ストックマネジメントに基づく維持管理の手法により取り組んでいく。
◆合併処理浄化槽設置促進についても計画目標に向けて，引き続き，より効果的な普及啓発等を行い，設置促進に取り組んでいく。


